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1. 自己紹介 • 応募の経緯
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千徳 佐和子（29歳）

画像：湯浅八郎記念館HPより

• 国際基督教大学博物館湯浅八郎記念館
非常勤職員（学芸員）

• 東京藝術大学大学院 美術研究科
文化財保存学専攻 保存科学研究室
博士後期課程2年

将来の目標：
文化財科学関連分野の研究者として、
国内外の文化財保存に貢献する

応募の経緯：

国内外の文化財保存に貢献する研究者への

一歩としてICOMに参加したい

湯浅八郎記念館

東京藝術大学
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画像：東京藝術大学HPより



2. 派遣の目的 • 成果
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参加研究会詳細

参加学会
27th ICOM General Conference 2025＠Dubai
（国際博物館会議 第27回ICOM大会）

大会テーマ
「急激に変化するコミュニティにおける博物館の未来」

サブテーマ：無形文化遺産、テクノロジー、若手

開催場所：アラブ首長国連邦•ドバイ世界貿易センター

開催期間：2025年11月11日～11月17日
（うち12日～16日に参加）

ドバイ世界貿易センター

メイン会場：Rashid Hall

採択理由：
モデレーター/通訳の役割以上に文化財保存の研究者
として日本のプレゼンスを高めることに期待したい
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派遣の目的

目的のセッション
ICOM CONSERVATION（保存国際委員会、
旧略称ICOM-CC）とICOM日本委員会の
ジョイント•セッション

会場名：Sheikh Rashid Hall A
開催期間：2025年11月12日 13:00～14:30

役割：通訳•翻訳業務
事前準備から当日対応まで
セッション運営における言語サポート
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ジョイント•セッションの内容

セッションの内容：発表3件（各20分）＋質疑応答

• 栗原祐司氏（ICOM日本委員会）日本の文化財の保存や現状

• 岩下淳氏（公益財団法人美術院所長）木造彫刻文化財の保存修理について
• 橋本浩氏（一般社団法人国宝修理装潢師連盟理事）装潢文化財の保存修理について

本セッションの目的

• 背景：科学技術の発展とともに文化財保存が多様化している

保存の制度や法律、理念が国ごとに異なる

• 意義：日本の伝統的な修理技術や理念を世界へ発信

日本の保存修理の技術や理念、課題を共有することで、

文化財保存について考える

画像：
国宝修理装潢師連盟
HPより
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セッションに向けての事前準備

• 岩下氏と橋本氏の発表要旨やスライド資料、発表原稿の翻訳と英文校正

• 大会の運営担当やICOM CONSERVATIONの委員と行われる会議やメール等
の通訳、翻訳

例：岩下氏が日本語で作成されたスライドの翻訳

翻訳
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セッション当日

プログラム

13:00～13:10 イントロダクション

（ICOM CONSERVATION）

13:10～13:30 栗原祐司氏 ご発表

13:30～13:50 岩下淳氏 ご発表（オンライン）

13:50～14:10 橋本浩氏 ご発表

14:10～14:30 質疑応答

栗原氏 橋本氏

岩下氏 質疑応答
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当日の役割：

• 岩下氏の発表の逐次通訳

• 質疑応答の通訳と進行サポート



派遣の成果

• 日本の保存修理技術の国際発信と存在感の向上

- 言語の壁を越えたスムーズな質疑応答の実現

- 日本の保存修理の理念や技術を世界へ正確に発信
- 世界の専門家からの理解を深め、日本の存在感を強化

• 専門性の深化

- 発表者との対話を通じ、

日本の修理技術の理念への理解を深めた
- 技術や理念を正確に伝えるための最適な用語選定

について理解を深めた
- 今後の研究活動に活きる経験を得ることができた

質疑応答

会場の様子

本セッションに一緒に取り組んだメンバー
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3. その他の成果
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ICOM-ASPAC Public Sessionでの発表

ICOM-ASPAC概要

国際博物館会議アジア太平洋地域連盟

セッションテーマ

Embracing Technologies, Empowering Communities: 
The Future of Intangible Heritage in Asia-Pacific 
Museums

会場：Dubai A,B（会場名）

開催期間：2025年11月13日 14:30～16:00

5つ行われたKeynote speechesの内の一つとして、

日本並びに「若手」の代表として発表を行なった

会場の様子

5名の発表者

筆者が発表する様子
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ICOM-ASPAC Public Sessionを通した成果
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内容：15分間の発表＋全体での質疑応答

• 若手研究者の現状と展望を世界へ提示

研究とキャリアの両方の視点から、

日本の文化財保存分野における若手の
「課題•挑戦•未来」について発信した

• 若手の参画促進に向けた議論の活発化

「若手参加」の意識を高め、

具体的な議論を促進した

成果



若手のネットワーキング

セッション
Curated Networking for Young Researcher’s Unite

会場：Hall 5

開催期間：2025年11月14日 9:45～11:45

プログラム
• イントロダクション
• パネルディスカッション①

• グループワーク
• パネルディスカッション②
• クロージング

セッションの参加者 グループワークの様子
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成果：若手専門家のネットワークの強化、課題の明確化、波及効果



IC’s Day、Excursionへの参加

IC’s Day UMACセッションへの参加
大学博物館とコレクション国際委員会
大学博物館の事例や課題、動向を調査

Excursionへの参加
オールド•ドバイのツアーに参加
旧市街や地域の博物館を視察

シャルジャ•アメリカン大学 会場の様子

オールド•ドバイ アル•シンダガ博物館
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多角的な学びと客観的視点の獲得

香りの文化財に関する専門的知見
の深化



4. まとめ • 今後の活用計画
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まとめ

18

• 2回の発表を通じ、日本のプレゼンスを高めることに貢献した

- 日本の保存修理技術を世界へ発信することで、世界の専門家からの理解を深めた

- 日本の文化財保存分野での若手の「課題•挑戦•未来」について発信したことで、
「若手参加」の意識を高めるとともに、自身の研究のプレゼンス向上に繋げた

• 世界の専門家と人脈を構築することができた

- 12日：文化財保存•文化財科学関連分野の専門家

- 13日：アジア太平洋地域の専門家
- 14日：世界の若手学芸員•研究者
- 15日：大学博物館の関係者
- 16日：現地博物館での動向調査

• 将来もICOMに関わりたいと益々思える機会になった

- 先人の努力を継承し、次世代として日本のプレゼンス向上に将来貢献していきたい



今後の活用計画
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• ICOMへの継続的な参加

- 直近では、今年のICOM CONSERVATIONのオスロ大会への参加を目指す

- ICOMへの参加も意識して、今後のキャリアを選択していく
- 若手のネットワークに継続して参加する

• 自館の職員と情報を共有

- 湯浅記念館の職員や学芸員課程を履修する学生に今回の経験を共有する

• 今大会で深めた保存修理技術や展示技法に関する知見を、今後の研究に活かす

- 現場を意識して研究内容や研究方法を計画する

- 香りの保存の必要性への理解、自身の研究への応用



ご清聴ありがとうございました
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